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キャンパス所在地MAP

「東北の地域経済発展を担うデータサイエンス人材育成事業」が
文部科学省「デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業」に

選定されました
東北学院大学の「東北の地域経済発展を担うデータサイエンス人材育成事業」は、文部科学省の「デジタルと掛け
るダブルメジャー大学院教育構築事業～Ｘプログラム～」の公募において、全国から選定された6校の中の1校となり
ました。本事業は、大学院経済学研究科にデータサイエンス系科目を組み込んだ「経済データサイエンス専攻」（設
置予定）を新設し、経済学の知識に加えて、データサイエンスのスキルを習得した修了生が、東北地域の持続可能な
活性化に貢献することを目的としています。

経済データサイエンス専攻では、経済学をベースに、データサイエンスの知識・スキルを身に付けたうえで、地域
経済の課題を取り上げて研究します。経済学で扱う個人・企業・政府の意思決定に関する知識とデータサイエンスの
分析手法を組み合わせることで、地域経済をより深く理解します。これにより、持続可能な地域活性化を実現するた
めの有効な対策を提案できます。

本事業では、（1）経済学とデータサイエンスの知識とスキルを持つ高度人材育成のための教育プログラム開発、
（2）地元経済界を支える企業・自治体が参加する経済学教育実施体制の構築、（3）地域経済界をテーマとする実践的
な演習の実施、（4）地域経済界から入学者を直接募集し地域に還元する枠組み、および、データサイエンス人材が活
躍できる土壌の構築、の4つを行い、地域が必要とする高度人材を地域と協働で育成します。
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